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東日本大震災「自治労復興支援活動」に参加！①
【岩手県 山田町・宮古市　６月２５～７月４日】　       書記長  青 柳 朋 幸
	2011年3月11日、その日は朝から現業職場（町営バス、特別養護老人ホーム・ディサービスセンター・居宅介護支援事業所、町道維持管理）の民営化に係る協議をしていた。計画案について、ひとつひとつ経営状況や将来の方向性、そして何よりも現業職場職員の雇用については、一生を左右する問題、生活が根本から変わる問題という認識で、計画案の文面についての内容整理を求めるなど、丸1日中の協議であった。午後2時46分、今までに経験したことのない横揺れが起こる。一昔前の十勝沖・浦河沖・釧路沖地震などとは、比べものにならない大きな横揺れであった。
災害時、現場を持つ部署は、道路・河川・水道や公衆施設などの現地確認に走る。大雨洪水警報時には、勤務終了後も自宅待機の措置が取られるが、その時の大きな横揺れでは、各課による状況確認が取られ、朝より続いて
	
	
	いた民営化協議は中断、その後の災害情報に備える。

自席に戻りインターネットで地震状況の検索をするが、気象庁のホームぺージにアクセスできない。その他の地震関連サイトも繋がらない。ロビーのテレビでは、各社とも特別番組。大津波警報と各地の震度について放送していたが、宮城県沖でマグニチュード９.０という、チリ地震以後聞いたことがない高い数値。大津波は北海道南西沖地震、奥尻島青苗地区が津波後に火災に包まれる映像が思い出される。一体どれほどの被害が出ているのか、ニュース映像もあまり変化がない。官房長官会見では「落ち着いて行動を！」と、「福島第一原発に係る非難勧告」についての報道が繰り返されるばかり。家に帰宅しても被害の状況は、大規模な震災という以外分からない状況であった。　　（２面へ続く）
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	津別町職は、７日の職場集会で春闘期の対自治体交渉について、妥結基準を一定満たしていると確認し、本日９日の自治労全国統一行動を回避しました。

全国的には、賃金の独自削減や合理化問題で交渉継続となっている単組が、本日の全国
	
	
	統一行動を毅然と実施する単組があります。

また、民間大手労組は、経営側の「定期昇給凍結」の姿勢に「定期昇給維持」を焦点としてヤマ場を迎えます。たたかいの続く自治労の仲間、民間労組への連帯のため、庁舎正面の「組合旗」は３月末まで掲げます。




東日本大震災「自治労復興支援活動」に参加！②
【岩手県 山田町・宮古市　６月２５～７月４日】　       書記長  青 柳 朋 幸
	【１面から続き】翌日以降の報道では、津波に巻き込まれる映像、空からの被災映像が増え、被害実態が本当に大変なものだということが明らかになってきた。各地で警戒にあたっていた消防・警察・自治体職員などとも連絡がつかない状況が起き、阪神淡路大震災の6,000人を超える、数万人規模の被災が予想され始めた。

各地の自衛隊は、震災翌日には、被災地での救出活動を展開し、遠軽駐屯地にいる親戚も、岩手県宮古市での活動をしていた。4月に祖母の３回忌で会い、現地の状況を聞くが、精神的にもやつれていた。2週間ビッチリの捜索活動、日の経過・気温の上昇ともに腐敗臭が漂いはじめる。当初は気温も低く携帯電話をポケットに入れ、エリアメールと度々起こる余震に警戒しながら生存者を探す。一面ガレキだらけ、見つかる遺体を回収するごとに、絶望感が増していく。あまりにも被害の規模が大きすぎる。想像を絶する景色、ニュースでは放映されない生々しい実態だということであった。

3月下旬より、全国の自治体から、行政支援が展開される。北海道をはじめとする市町村の職員が様々な業種（保健師・戸籍・土木・建築・税務など）で現地に入った。

私が参加した自治労支援は、東北３県（岩手・宮城・福島）に４/１０～７/１0まで全国から２８３６人を動員し、３ヶ月間に及ぶ支援活動を展開した。６月以降の自分のスケジュールから１０日間、現地に行くためグルー
	
	
	プのサポートをお願いする。支援活動では、避難所運営・義援金処理・罹災証明発行や、物資の仕分け・配送、遺品の整理、医療支援・給水支援などの業務を見てきました。避難所（体育館）での２00人以上の集団生活が、非常に過酷な環境だということ。仮設住宅の申込みに来ていた年配の女性が「もうこれ以上あそこに居たら狂ってしまう、自殺する前に何とか入居させてほしい。」と泣きついていた状況は、今でも脳裏に残っている。対応する自治体職員のモチベーションが「やらなければならない」という気持ちだけで持ち続けられるものなのか、職員も被災者、被災地住民そして現地の職員には、本当に尊敬の念が絶えない。

被災地は復興しつつあるが、被災者自身が元の生活を取り戻すには何年かかるのか、今後とも被災地の復興状況を気に掛けていきたい。今思い返し自分の人生のおいて貴重な体験であったことに間違いはない。何時か機会を作り、趣味のオートバイで、八戸から仙台までの国道を南下し、三陸地域の復興状況を見ることにしたい。

3月１１日には、被災地の各地で「東日本大震災・大津波犠牲者一周年追悼式典」が行われる、現地に行くことは出来ないが、午後2時４６分には、黙祷を捧げたい。

今回の支援活動について、サポートしてくれた同僚、義務免扱いとして対応いただいた職場、家族の理解に感謝して！
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労働組合・各団体・市民グループ等、たくさんの人が集まります。ぜひご参加ください。





























津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


